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(57)【要約】
【課題】無線機器が無線通信装置の空きリソースを利用
して外部無線通信装置と通信することができるようにす
る。
【解決手段】無線通信装置１０は、空きリソース情報を
生成する空きリソース関連関連情報生成手段１６、空き
リソース情報を無線機器２０に送信する空きリソース関
連情報送信手段１７、無線機器２０から空きリソース借
用希望情報を受信したとき、空きリソースの貸出制御を
行なう空きリソース貸出制御手段１８を備え、無線機器
２０は、空きリソース情報に基づいて空きリソースの借
用を希望するか否かを判定する空きリソース借用希望判
定手段２５、無線通信装置１０に空きリソース借用希望
情報を送信する空きリソース借用希望情報送信手段２６
、空きリソースを借用して外部ネットワークにより外部
無線通信装置と無線通信を行なう空きリソース借用手段
２７を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより通信を行なう
無線機器と、上記パーソナルエリアネットワークまたは上記小規模無線通信ネットワーク
により上記無線機器と通信可能であり、かつ外部ネットワークにより通信するための複数
の無線通信用ハードウェアリソースを備えた無線通信装置とを有する無線通信システムに
おいて、
　上記無線通信装置は、
　上記無線通信用ハードウェアリソースの使用していない空きリソースに関する情報であ
る空きリソース関連情報を生成する空きリソース関連情報生成手段と、
　上記空きリソース関連情報を上記無線機器に送信する空きリソース関連情報送信手段と
、
　上記無線通信装置が空きリソース借用希望情報を受信したとき、上記空きリソースの貸
出制御を行なう空きリソース貸出制御手段とを備え、
　上記無線機器は、
　上記無線機器が上記空きリソース関連情報を受信したとき、上記空きリソース関連情報
に基づいて上記空きリソースの借用を希望するか否かを判定する空きリソース借用希望判
定手段と、
　上記空きリソース借用希望判定手段が上記空きリソースの借用を希望すると判定したと
き、上記無線通信装置に上記空きリソース借用希望情報を送信する空きリソース借用希望
情報送信手段と、
　上記空きリソースを借用して上記外部ネットワークにより外部無線通信装置と無線通信
を行なう空きリソース借用手段とを備えた
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　上記無線通信装置から上記無線機器に上記空きリソース関連情報が送信されていない状
態で、上記無線機器が上記空きリソースの借用を希望する場合、上記無線通信装置に空き
リソース関連情報の送信を要求する情報である空きリソース関連情報送信要求情報を上記
無線通信装置に送信する空きリソース関連情報送信要求手段を上記無線機器に備え、
　上記空きリソース関連情報生成手段は、上記無線通信装置が上記空きリソース関連情報
送信要求情報を受信したとき、上記空きリソース関連情報を生成する
ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　上記無線通信装置は複数の無線通信方式を利用可能であり、
　上記空きリソース関連情報生成手段は、上記空きリソースを利用して実現可能な無線通
信方式の情報である実現可能方式一覧表情報を上記空きリソース関連情報として生成する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　上記無線通信装置は複数の無線通信方式を利用可能であり、
　上記空きリソース関連情報生成手段は、上記無線通信装置が各無線通信方式を実現する
際の所要ハードウェアリソースのリストの情報である所要ハードウェアリソース情報を有
し、上記空きリソースの種類および空き量の情報と上記所要ハードウェアリソース情報と
に基づいて、上記空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報である実現可能
方式一覧表情報を上記空きリソース関連情報として生成する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　上記無線通信装置は複数の無線通信方式を利用可能であり、
　上記空きリソース借用希望判定手段は、上記無線通信装置が各無線通信方式を実現する
際の所要ハードウェアリソースのリストの情報である所要ハードウェアリソース情報を有
し、上記無線機器が上記空きリソース関連情報として上記空きリソースの種類および空き
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量の情報を受信したとき、上記空きリソースの種類および空き量の情報と上記所要ハード
ウェアリソース情報とに基づいて、上記空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式
の情報である実現可能方式一覧表情報を生成し、上記実現可能方式一覧表情報に基づいて
空きリソースの借用を希望するか否かを判定する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の無線通信システム。
【請求項６】
　上記空きリソース関連情報生成手段または上記空きリソース借用希望判定手段は、上記
無線通信方式の種類の変更に基づいて上記所要ハードウェアリソース情報を更新すること
を特徴とする請求項４または５に記載の無線通信システム。
【請求項７】
　上記実現可能方式一覧表情報が、上記空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式
の利用ハードウェアリソースの種類および使用量の情報、最高通信速度情報、最低通信速
度情報、通信品質情報、通信遅延時間情報、通信遅延変動時間情報、通信開始所要時間情
報、電力消費量情報、上記無線通信装置のバッテリー残量情報の少なくとも１つを有し、
　上記実現可能方式一覧表情報が、上記無線通信装置が現在通信中の無線通信方式、上記
無線通信装置が現在通信中の無線通信方式の利用ハードウェアリソースの種類および使用
量の情報、最高通信速度情報、最低通信速度情報、通信品質情報、スループット情報、フ
レーム誤り率情報、通信遅延時間情報、通信遅延変動時間情報の少なくとも１つを有する
ことを特徴とする請求項３乃至６のいずれかに記載の無線通信システム。
【請求項８】
　パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより通信を行なう
無線機器と、上記パーソナルエリアネットワークまたは上記小規模無線通信ネットワーク
により上記無線機器と通信可能であり、かつ外部ネットワークにより通信するための複数
の無線通信用ハードウェアリソースを有する無線通信装置とを備えた無線通信システムの
無線通信方法において、
　上記無線通信装置が上記無線通信用ハードウェアリソースの使用していない空きリソー
スに関する情報である空きリソース関連情報を生成する空きリソース関連情報生成過程と
、
　上記無線通信装置が上記空きリソース関連情報を上記無線機器に送信する空きリソース
関連情報送信過程と、
　上記無線機器が上記空きリソース関連情報を受信したとき、上記無線機器が上記空きリ
ソース関連情報に基づいて上記空きリソースの借用を希望するか否かを判定する空きリソ
ース借用希望判定過程と、
　上記無線機器が空きリソースの借用を希望すると判定したとき、上記無線機器が上記無
線通信装置に上記空きリソース借用希望情報を送信する空きリソース借用希望情報送信過
程と、
　上記無線通信装置が空きリソース借用希望情報を受信したとき、上記無線通信装置が空
きリソースの貸出制御を行なう空きリソース貸出制御過程と、
　上記無線機器が、上記空きリソースを借用して上記外部ネットワークにより外部無線通
信装置と無線通信を行なう空きリソース借用過程とを含む
ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項９】
　上記無線通信装置から上記無線機器に上記空きリソース関連情報が送信されていない状
態で、上記無線機器が上記空きリソースの借用を希望する場合、上記無線機器が上記無線
通信装置に空きリソース関連情報の送信を要求する空きリソース関連情報送信要求過程を
含み、
　上記空きリソース関連情報生成過程において、上記無線通信装置が上記空きリソース関
連情報を受信したとき、上記空きリソース関連情報を生成する
ことを特徴とする請求項８に記載の無線通信方法。
【請求項１０】
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　パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより無線機器と通
信可能であり、かつ外部ネットワークにより通信するための複数の無線通信用ハードウェ
アリソースを有する無線通信装置において、
　上記無線通信用ハードウェアリソースの使用していない空きリソースに関する情報であ
る空きリソース関連情報を生成する空きリソース関連情報生成手段と、
　上記空きリソース関連情報を上記無線機器に送信する空きリソース関連情報送信手段と
、
　上記無線機器から空きリソース借用希望情報を受信したとき、空きリソースの貸出制御
を行なう空きリソース貸出制御手段とを備えた
ことを特徴とする無線通信装置。
【請求項１１】
　パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより通信を行ない
、かつ上記パーソナルエリアネットワークまたは上記小規模無線通信ネットワークにより
無線通信装置と通信可能である無線機器において、
　上記無線通信装置から上記無線通信装置の無線通信用ハードウェアリソースの使用して
いない空きリソースに関する情報である空きリソース関連情報を受信したとき、上記空き
リソース関連情報に基づいて上記空きリソースの借用を希望するか否かを判定する空きリ
ソース借用希望判定手段と、
　上記空きリソース借用希望判定手段が上記空きリソースの借用を希望すると判定したと
き、上記無線通信装置に上記空きリソース借用希望情報を送信する空きリソース借用希望
情報送信手段と、
　上記空きリソースを借用して上記外部ネットワークにより外部無線通信装置と無線通信
を行なう空きリソース借用手段とを備えた
ことを特徴とする無線機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）または小規模無線通信ネットワー
クにより通信を行なう無線機器と、パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信
ネットワークにより無線機器と通信可能であり、かつ外部ネットワークにより通信するた
めの複数の無線通信用ハードウェアリソースを有する無線通信装置とを有する無線通信シ
ステムおよび上記の無線通信システムの無線通信方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図５は従来の無線通信システムを示すブロック構成図である。図に示すように、無線通
信装置１０と無線機器２０とが無線区間３０を介して通信を行なう。また、無線通信装置
１０はＰＡＮ通信用ハードウェアリソース１１およびＰＡＮ通信用アンテナ１２を有して
おり、ＰＡＮ通信用ハードウェアリソース１１およびＰＡＮ通信用アンテナ１２を用いて
パーソナルエリアネットワークにより通信を行なう。また、無線通信装置１０は外部ネッ
トワーク通信用ハードウェアリソース１３および外部ネットワーク通信用アンテナ１４を
有しており、外部ネットワーク通信用ハードウェアリソース１３はＣＰＵ、ＤＳＰ、ＦＰ
ＧＡなどの複数の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃを具備しており、外部
ネットワーク通信用ハードウェアリソース１３および外部ネットワーク通信用アンテナ１
４を用いてパーソナルエリアネットワーク、小規模無線通信ネットワーク以外の外部ネッ
トワークにより通信を行なう。この場合、無線通信装置１０は複数の無線通信方式を利用
可能である。また、ＰＡＮ通信用ハードウェアリソース１１、外部ネットワーク通信用ハ
ードウェアリソース１３は制御手段１５により制御される。一方、無線機器２０はＰＡＮ
通信用ハードウェアリソース２１およびＰＡＮ通信用アンテナ２２を有しており、ＰＡＮ
通信用ハードウェアリソース２１およびＰＡＮ通信用アンテナ２２を用いてパーソナルエ
リアネットワークにより通信を行なう。したがって、無線通信装置１０はパーソナルエリ
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アネットワークにより無線機器２０と通信可能である。また、無線機器２０は外部と入出
力を行なうためのデータ入出力インタフェース２３を有している。また、ＰＡＮ通信用ハ
ードウェアリソース２１、データ入出力インタフェース２３は制御手段２４により制御さ
れる。
【０００３】
　この無線通信システムにおいては、無線機器２０はパーソナルエリアネットワークによ
り無線通信装置１０と通信することができ、無線通信装置１０は外部ネットワークにより
外部無線通信装置（図示せず）と通信することができるから、無線機器２０は無線通信装
置１０を介して外部無線通信装置と通信することができる。この場合、無線通信装置１０
が外部ネットワーク通信用ハードウェアリソース１３を用いて外部ネットワークにより外
部無線通信装置と接続している状態において、無線通信装置１０は無線機器２０と外部無
線通信装置との間で送信されるデータを中継する必要がある。
【特許文献１】特開２００６－１５４９５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、このような無線通信システムにおいては、無線通信用ハードウェアリソース１
３ａ～１３ｃの一部を使用しており、たとえば無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～
１３ｃの使用量がそれぞれ６０％、７５％、６５％であって、無線通信用ハードウェアリ
ソース１３ａ～１３ｃの使用していない空きリソース（無線通信用ハードウェアリソース
１３ａ～１３ｃのそれぞれ４０％、２５％、３５％）があったとしても、この空きリソー
スを使用できるのは無線通信装置１０のみであり、無線機器２０が無線通信装置１０の空
きリソースを借用して外部無線通信装置と通信することはできない。
【０００５】
　また、無線機器２０が無線通信装置１０の外部ネットワーク通信用ハードウェアリソー
ス１３を借用して実現可能な無線通信方式の情報、無線通信装置１０の空きリソースの情
報、無線機器２０が無線通信装置１０の空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式
の情報を、無線機器２０は入手することができない。そのため、無線機器２０が無線通信
装置１０の空きリソースを利用して外部無線通信装置と通信することができたとしても、
無線機器２０にとっては、外部ネットワーク通信用ハードウェアリソース１３を利用して
実現可能な無線通信方式、無線通信装置１０の空きリソースを利用して実現可能な無線通
信方式が不明であるから、無線機器２０はより有利な無線通信方式で無線通信装置１０の
空きリソースを利用して外部無線通信装置と通信を行なうことができない。
【０００６】
　本発明は上述の課題を解決するためになされたもので、無線機器が無線通信装置の空き
リソースを利用して外部無線通信装置と通信することができる無線通信システム、無線通
信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的を達成するため、本発明においては、パーソナルエリアネットワークまたは小
規模無線通信ネットワークにより通信を行なう無線機器と、上記パーソナルエリアネット
ワークまたは上記小規模無線通信ネットワークにより上記無線機器と通信可能であり、か
つ外部ネットワークにより通信するための複数の無線通信用ハードウェアリソースを備え
た無線通信装置とを有する無線通信システムにおいて、上記無線通信装置は、上記無線通
信用ハードウェアリソースの使用していない空きリソースに関する情報である空きリソー
ス関連情報を生成する空きリソース関連情報生成手段と、上記空きリソース関連情報を上
記無線機器に送信する空きリソース関連情報送信手段と、上記無線通信装置が空きリソー
ス借用希望情報を受信したとき、上記空きリソースの貸出制御を行なう空きリソース貸出
制御手段とを備え、上記無線機器は、上記無線機器が上記空きリソース関連情報を受信し
たとき、上記空きリソース関連情報に基づいて上記空きリソースの借用を希望するか否か
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を判定する空きリソース借用希望判定手段と、上記空きリソース借用希望判定手段が上記
空きリソースの借用を希望すると判定したとき、上記無線通信装置に上記空きリソース借
用希望情報を送信する空きリソース借用希望情報送信手段と、上記空きリソースを借用し
て上記外部ネットワークにより外部無線通信装置と無線通信を行なう空きリソース借用手
段とを備えたことを特徴とする。
【０００８】
　この場合、上記無線通信装置から上記無線機器に上記空きリソース関連情報が送信され
ていない状態で、上記無線機器が上記空きリソースの借用を希望する場合、上記無線通信
装置に空きリソース関連情報の送信を要求する情報である空きリソース関連情報送信要求
情報を上記無線通信装置に送信する空きリソース関連情報送信要求手段を上記無線機器に
備え、上記空きリソース関連情報生成手段は、上記無線通信装置が上記空きリソース関連
情報送信要求情報を受信したとき、上記空きリソース関連情報を生成することを特徴とし
てもよい。
【０００９】
　これらの場合、上記無線通信装置は複数の無線通信方式を利用可能であり、上記空きリ
ソース関連情報生成手段は、上記空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報
である実現可能方式一覧表情報を上記空きリソース関連情報として生成することを特徴と
してもよい。
【００１０】
　また、上記無線通信装置は複数の無線通信方式を利用可能であり、上記空きリソース関
連情報生成手段は、上記無線通信装置が各無線通信方式を実現する際の所要ハードウェア
リソースのリストの情報である所要ハードウェアリソース情報を有し、上記空きリソース
の種類および空き量の情報と上記所要ハードウェアリソース情報とに基づいて、上記空き
リソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報である実現可能方式一覧表情報を上記
空きリソース関連情報として生成することを特徴としてもよい。
【００１１】
　また、上記無線通信装置は複数の無線通信方式を利用可能であり、上記空きリソース借
用希望判定手段は、上記無線通信装置が各無線通信方式を実現する際の所要ハードウェア
リソースのリストの情報である所要ハードウェアリソース情報を有し、上記無線機器が上
記空きリソース関連情報として上記空きリソースの種類および空き量の情報を受信したと
き、上記空きリソースの種類および空き量の情報と上記所要ハードウェアリソース情報と
に基づいて、上記空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報である実現可能
方式一覧表情報を生成し、上記実現可能方式一覧表情報に基づいて空きリソースの借用を
希望するか否かを判定することを特徴としてもよい。
【００１２】
　これらの場合、上記空きリソース関連情報生成手段または上記空きリソース借用希望判
定手段は、上記無線通信方式の種類の変更に基づいて上記所要ハードウェアリソース情報
を更新することを特徴としてもよい。
【００１３】
　これらの場合、上記実現可能方式一覧表情報が、上記空きリソースを利用して実現可能
な無線通信方式の利用ハードウェアリソースの種類および使用量の情報、最高通信速度情
報、最低通信速度情報、通信品質情報、通信遅延速度情報、通信遅延変動時間情報、通信
開始所要時間情報、電力消費量情報、上記無線通信装置のバッテリー残量情報の少なくと
も１つを有し、上記実現可能方式一覧表情報が、上記無線通信装置が現在通信中の無線通
信方式の利用ハードウェアリソースの種類および使用量の情報、最高通信速度情報、最低
通信速度情報、通信品質情報、スループット情報、フレーム誤り率情報、通信遅延時間情
報、通信遅延変動時間情報の少なくとも１つを有することを特徴としてもよい。
【００１４】
　また、パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより通信を
行なう無線機器と、上記パーソナルエリアネットワークまたは上記小規模無線通信ネット
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ワークにより上記無線機器と通信可能であり、かつ外部ネットワークにより通信するため
の複数の無線通信用ハードウェアリソースを有する無線通信装置とを備えた無線通信シス
テムの無線通信方法において、上記無線通信装置が上記無線通信用ハードウェアリソース
の使用していない空きリソースに関する情報である空きリソース関連情報を生成する空き
リソース関連情報生成過程と、上記無線通信装置が上記空きリソース関連情報を上記無線
機器に送信する空きリソース関連情報送信過程と、上記無線機器が上記空きリソース関連
情報を受信したとき、上記無線機器が上記空きリソース関連情報に基づいて上記空きリソ
ースの借用を希望するか否かを判定する空きリソース借用希望判定過程と、上記無線機器
が空きリソースの借用を希望すると判定したとき、上記無線機器が上記無線通信装置に上
記空きリソース借用希望情報を送信する空きリソース借用希望情報送信過程と、上記無線
通信装置が空きリソース借用希望情報を受信したとき、上記無線通信装置が空きリソース
の貸出制御を行なう空きリソース貸出制御過程と、上記無線機器が、上記空きリソースを
借用して上記外部ネットワークにより外部無線通信装置と無線通信を行なう空きリソース
借用過程とを含むことを特徴とする。
【００１５】
　この場合、上記無線通信装置から上記無線機器に上記空きリソース関連情報が送信され
ていない状態で、上記無線機器が上記空きリソースの借用を希望する場合、上記無線機器
が上記無線通信装置に空きリソース関連情報の送信を要求する空きリソース関連情報送信
要求過程を含み、上記空きリソース関連情報生成過程において、上記無線通信装置が上記
空きリソース関連情報を受信したとき、上記空きリソース関連情報を生成することを特徴
としてもよい。
【００１６】
　また、パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより無線機
器と通信可能であり、かつ外部ネットワークにより通信するための複数の無線通信用ハー
ドウェアリソースを有する無線通信装置において、上記無線通信用ハードウェアリソース
の使用していない空きリソースに関する情報である空きリソース関連情報を生成する空き
リソース関連情報生成手段と、上記空きリソース関連情報を上記無線機器に送信する空き
リソース関連情報送信手段と、上記無線機器から空きリソース借用希望情報を受信したと
き、空きリソースの貸出制御を行なう空きリソース貸出制御手段とを備えたことを特徴と
する。
【００１７】
　また、パーソナルエリアネットワークまたは小規模無線通信ネットワークにより通信を
行ない、かつ上記パーソナルエリアネットワークまたは上記小規模無線通信ネットワーク
により無線通信装置と通信可能である無線機器において、上記無線通信装置から上記無線
通信装置の無線通信用ハードウェアリソースの使用していない空きリソースに関する情報
である空きリソース関連情報を受信したとき、上記空きリソース関連情報に基づいて上記
空きリソースの借用を希望するか否かを判定する空きリソース借用希望判定手段と、上記
空きリソース借用希望判定手段が上記空きリソースの借用を希望すると判定したとき、上
記無線通信装置に上記空きリソース借用希望情報を送信する空きリソース借用希望情報送
信手段と、上記空きリソースを借用して上記外部ネットワークにより外部無線通信装置と
無線通信を行なう空きリソース借用手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る無線通信システム、無線通信方法においては、無線機器は無線通信装置の
空きリソースを利用して外部無線通信装置と通信を行なうことができ、また無線通信装置
が空きリソースを無線機器に貸し出すことにより、無線通信装置の無線通信用ハードウェ
アリソースの利用効率を向上することができる。
【００１９】
　また、空きリソース関連情報生成手段が実現可能方式一覧表情報を空きリソース関連情
報として生成したとき、空きリソース借用希望判定手段が実現可能方式一覧表情報に基づ
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いて空きリソースの借用を希望するか否かを判定したときには、無線機器が無線通信装置
の空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報を、無線機器は入手することが
できるから、無線機器はより有利な無線通信方式で無線通信装置の空きリソースを利用し
て外部無線通信装置と通信を行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　（第１の実施の形態）
　図１は本発明に係る無線通信システムを示すブロック構成図である。図に示すように、
無線通信装置１０は空きリソース関連情報生成手段１６、空きリソース関連情報送信手段
１７、空きリソース貸出制御手段１８を備えている。そして、空きリソース関連情報生成
手段１６は無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの空きリソースの種類および
空き量の情報たとえば無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの空き量がそれぞ
れ４０％、２５％、３５％であるとの情報である空きリソース情報を生成する。また、空
きリソース関連情報送信手段１７は、空きリソース関連情報生成手段１６が生成した空き
リソース情報を無線機器２０に送信する。また、空きリソース貸出制御手段１８は、無線
通信装置１０が無線機器２０から空きリソース借用希望情報（説明後述）を受信したとき
、空きリソースの貸出制御を行なう。一方、無線機器２０は空きリソース借用希望判定手
段２５、空きリソース借用希望情報送信手段２６、空きリソース借用手段２７を備えてい
る。そして、空きリソース借用希望判定手段２５は、無線機器２０が無線通信装置１０か
ら空きリソース情報を受信したとき、空きリソース情報に基づいて空きリソースの借用を
希望するか否かを判定する。たとえば、空きリソース情報が、無線通信用ハードウェアリ
ソース１３ａ～１３ｃの空き量がそれぞれ４０％、２５％、３５％であるとの情報であり
、無線通信装置１０の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃを借用して行なう
通信の希望する無線通信方式を実現する際の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１
３ｃの所要使用量がそれぞれ２０％、１５％、２５％であるときには、空きリソース借用
希望判定手段２５は空きリソースの借用を希望すると判定し、無線通信装置１０の無線通
信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃを借用して行なう通信の希望する無線通信方式
を実現する際の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの所要使用量がそれぞれ
２０％、３０％、２５％であるときには、無線通信用ハードウェアリソース１３ｂの所要
使用量は無線通信用ハードウェアリソース１３ｂの空き量よりも大きいから、空きリソー
ス借用希望判定手段２５は空きリソースの借用を希望しないと判定する。また、空きリソ
ース借用希望情報送信手段２６は、空きリソース借用希望判定手段２５が空きリソースの
借用を希望すると判定したとき、無線通信装置１０に空きリソース借用希望情報を送信す
る。また、空きリソース借用手段２７は、空きリソースを借用し、空きリソースを利用し
て外部ネットワークにより外部無線通信装置と無線通信を行なう。そして、その他の構成
は図５に示した無線通信システムと同様である。
【００２１】
　つぎに、図１に示した無線通信システムの動作すなわち本発明に係る無線通信方法につ
いて、図２に示したフローチャートを用いて説明する。まず、無線通信装置１０の空きリ
ソース関連情報生成手段１６は空きリソース情報を生成する（Ｓ１、空きリソース関連情
報生成過程）。つぎに、無線通信装置１０の空きリソース関連情報送信手段１７は空きリ
ソース情報を無線機器２０に送信する（Ｓ２、空きリソース関連情報送信過程）。つぎに
、無線機器２０が無線通信装置１０から空きリソース情報を受信したとき、無線機器２０
の空きリソース借用希望判定手段２５は空きリソース情報に基づいて空きリソースの借用
を希望するか否かを判定し（Ｓ３、空きリソース借用希望判定過程）、空きリソース借用
希望判定手段２５が空きリソースの借用を希望しないと判定したときは、そのまま終了す
る。つぎに、空きリソース借用希望判定手段２５が空きリソースの借用を希望すると判定
したとき、無線機器２０の空きリソース借用希望情報送信手段２６は無線通信装置１０に
空きリソース借用希望情報を送信する（Ｓ４、空きリソース借用希望情報送信過程）。つ
ぎに、無線通信装置１０が無線機器２０から空きリソース借用希望情報を受信したとき、
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無線通信装置１０の空きリソース貸出制御手段１８は空きリソースの貸出制御を行なう（
Ｓ５、空きリソース貸出制御過程）。つぎに、無線機器２０の空きリソース借用手段２７
は、空きリソースを借用し、空きリソースを利用して外部ネットワークにより外部無線通
信装置と無線通信を行なう（Ｓ６、空きリソース借用過程）。
【００２２】
　このような無線通信システム、無線通信方法においては、無線機器２０は無線通信装置
１０の空きリソースを利用して外部無線通信装置と通信を行なうことができる。また、無
線通信装置１０が無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの使用していない空き
リソースを無線機器２０に貸し出すことにより、無線通信用ハードウェアリソース１３ａ
～１３ｃの利用効率を向上することができる。
【００２３】
　（第２の実施の形態）
　図３は本発明に係る他の無線通信システムを示すブロック構成図である。図に示すよう
に、無線機器２０は空きリソース関連情報送信要求手段２８を備えており、空きリソース
関連情報送信要求手段２８は、無線通信装置１０から無線機器２０に空きリソース情報が
送信されていない状態で、無線機器２０が無線通信装置１０の空きリソースの借用を希望
する場合、無線通信装置１０に空きリソース関連情報の送信を要求する情報である空きリ
ソース関連情報送信要求情報を無線通信装置１０に送信する。また、空きリソース関連情
報生成手段１６は、無線通信装置１０が無線機器２０から空きリソース関連情報送信要求
情報を受信したとき、空きリソース情報を生成する。そして、その他の構成は図１に示し
た無線通信システムと同様である。
【００２４】
　つぎに、図３に示した無線通信システムの動作すなわち本発明に係る他の無線通信方法
について、図４に示したフローチャートを用いて説明する。まず、無線通信装置１０から
無線機器２０に空きリソース情報が送信されていない状態で、無線機器２０が無線通信装
置１０の空きリソースの借用を希望すると（Ｓ１）、無線機器２０の空きリソース関連情
報送信要求手段２８は無線通信装置１０に空きリソース関連情報送信要求情報を送信する
（Ｓ２、空きリソース関連情報送信要求過程）。つぎに、無線通信装置１０が無線機器２
０から空きリソース関連情報送信要求情報を受信したとき、無線通信装置１０の空きリソ
ース関連情報生成手段１６は空きリソース情報を生成する（Ｓ３、空きリソース関連情報
生成過程）。つぎに、無線通信装置１０の空きリソース関連情報送信手段１７は空きリソ
ース情報を無線機器２０に送信する（Ｓ４、空きリソース関連情報送信過程）。つぎに、
無線機器２０が無線通信装置１０から空きリソース情報を受信したとき、無線機器２０の
空きリソース借用希望判定手段２５は空きリソース情報に基づいて空きリソースの借用を
希望するか否かを判定し（Ｓ５、空きリソース借用希望判定過程）、空きリソース借用希
望判定手段２５が空きリソースの借用を希望しないと判定したときは、そのまま終了する
。つぎに、空きリソース借用希望判定手段２５が空きリソースの借用を希望すると判定し
たとき、無線機器２０の空きリソース借用希望情報送信手段２６は、無線通信装置１０に
空きリソース借用希望情報を送信する（Ｓ６、空きリソース借用希望情報送信過程）。つ
ぎに、無線通信装置１０が無線機器２０から空きリソース借用希望情報を受信したとき、
無線通信装置１０の空きリソース貸出制御手段１８は空きリソースの貸出制御を行なう（
Ｓ７、空きリソース貸出制御過程）。つぎに、無線機器２０の空きリソース借用手段２７
は、空きリソースを借用し、空きリソースを利用して外部ネットワークにより外部無線通
信装置と無線通信を行なう（Ｓ８、空きリソース借用過程）。
【００２５】
　なお、上述実施の形態においては、無線機器２０がパーソナルエリアネットワークによ
り通信を行ない、無線通信装置１０がパーソナルエリアネットワークにより無線機器２０
と通信可能である場合について説明したが、無線機器が小規模無線通信ネットワークによ
り通信を行ない、無線通信装置が小規模無線通信ネットワークにより無線機器２０と通信
可能である場合にも本発明を適用できることは明らかである。



(10) JP 2008-244974 A 2008.10.9

10

20

30

40

50

【００２６】
　また、上述実施の形態においては、空きリソース関連情報を生成する空きリソース関連
情報生成手段として、空きリソース情報（空きリソース関連情報）を生成する空きリソー
ス関連関連情報生成手段１６を用い、かつ空きリソース関連情報に基づいて空きリソース
の借用を希望するか否かを判定する空きリソース借用希望判定手段として、空きリソース
情報（空きリソース関連情報）に基づいて空きリソースの借用を希望するか否かを判定す
る空きリソース借用希望判定手段２６を用いたが、空きリソース関連情報生成手段として
、空きリソースを利用して実現可能な無線通信装置の無線通信方式の一覧表の情報である
実現可能方式一覧表情報（空きリソース関連情報）を生成するものを用い、空きリソース
借用希望判定手段として、実現可能方式一覧表情報（空きリソース関連情報）に基づいて
空きリソースの借用を希望するか否かを判定するものを用いてもよい。この場合、たとえ
ば無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの空き量がそれぞれ４０％、２５％、
３５％であり、第１の無線通信方式を実現する際の無線通信用ハードウェアリソース１３
ａ～１３ｃの所要使用量がそれぞれ２０％、１５％、２５％であるときには、第１の無線
通信方式は空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式であると判断され、第２の無
線通信方式を実現する際の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの所要使用量
がそれぞれ２０％、３０％、２５％であるときには、無線通信用ハードウェアリソース１
３ｂの所要使用量は無線通信用ハードウェアリソース１３ｂの空き量よりも大きいから、
第２の無線通信方式は空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式ではないと判断さ
れる。
【００２７】
　また、空きリソース関連情報生成手段として、無線通信装置が各無線通信方式を実現す
る際の所要ハードウェアリソースのリストの情報である所要ハードウェアリソース情報を
有し、空きリソースの種類および空き量の情報と所要ハードウェアリソース情報とに基づ
いて、空きリソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報である実現可能方式一覧表
情報を空きリソース関連情報として生成するものを用い、空きリソース借用希望判定手段
として、無線機器が実現可能方式一覧表情報を受信したとき、実現可能方式一覧表情報に
基づいて空きリソースの借用を希望するか否かを判定するものを用いてもよい。この場合
、所要ハードウェアリソース情報は、たとえば第１の無線通信方式を実現する際の無線通
信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃの所要使用量がそれぞれ２０％、１５％、２５
％であり、第２の無線通信方式を実現する際の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～
１３ｃの所要使用量がそれぞれ２０％、３０％、２５％であるという情報である。そして
、空きリソースの種類および空き量の情報と所要ハードウェアリソース情報とに基づいて
実現可能方式一覧表情報を生成するときには、たとえば無線通信用ハードウェアリソース
１３ａ～１３ｃのそれぞれの空き量４０％、２５％、３５％と、第１の無線通信方式の無
線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃのそれぞれの所要使用量２０％、１５％、
２５％、第２の無線通信方式の無線通信用ハードウェアリソース１３ａ～１３ｃのそれぞ
れの所要使用量２０％、３０％、２５％とを比較して、第１、第２の無線通信方式が空き
リソースを利用して実現可能な無線通信方式であるか否かを判断する。
【００２８】
　これらの場合、無線機器が無線通信装置の空きリソースを利用して実現可能な無線通信
方式の情報を、無線機器は入手することができるから、無線機器はより有利な無線通信方
式で無線通信装置の空きリソースを利用して外部無線通信装置と通信を行なうことができ
る。
【００２９】
　また、空きリソース関連情報生成手段として、空きリソースの種類および空き量の情報
（空きリソース関連情報）を生成するものを用い、空きリソース借用希望判定手段として
、無線通信装置が各無線通信方式を実現する際の所要ハードウェアリソースのリストの情
報であるである所要ハードウェアリソース情報を有し、無線機器が無線通信装置から空き
リソース関連情報として空きリソースの種類および空き量の情報を受信したとき、空きリ
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ソースの種類および空き量の情報と所要ハードウェアリソース情報とに基づいて、空きリ
ソースを利用して実現可能な無線通信方式の情報である実現可能方式一覧表情報を生成し
、実現可能方式一覧表情報に基づいて空きリソースの借用を希望するか否かを判定するも
のを用いてもよい。
【００３０】
　この場合、空きリソース借用希望判定手段は、無線機器が無線通信装置の空きリソース
を利用して実現可能な無線通信方式の情報を生成することができるから、無線機器はより
有利な無線通信方式で無線通信装置の空きリソースを利用して外部無線通信装置と通信を
行なうことができる。
【００３１】
　また、無線通信装置の無線通信方式の種類の変更に基づいて所要ハードウェアリソース
情報を更新する空きリソース関連情報生成手段、空きリソース借用希望判定手段を用いて
もよい。たとえば、無線通信装置の従来の無線通信方式の種類が第１～第３の無線通信方
式であった場合に、第４の無線通信方式が追加されたときには、従来の所要ハードウェア
リソース情報に新たな第４の無線通信方式を実現する際の無線通信用ハードウェアリソー
ス１３ａ～１３ｃのそれぞれの所要使用量の情報を追加する更新を行なう空きリソース関
連情報生成手段、空きリソース借用希望判定手段を用いる。
【００３２】
　また、空きリソース関連情報生成手段、空きリソース借用希望判定手段が、空きリソー
スを利用して実現可能な無線通信方式の利用ハードウェアリソースの種類および使用量の
情報、最高通信速度情報、最低通信速度情報、通信品質情報、通信遅延時間情報、通信遅
延変動時間情報、通信開始所要時間情報、電力消費量情報、無線通信装置のバッテリー残
量情報の少なくとも１つを有し、さらに無線通信装置が現在通信中の無線通信方式、上記
無線通信装置が現在通信中の無線通信方式の利用ハードウェアリソースの種類および使用
量の情報、最高通信速度情報、最低通信速度情報、通信品質情報、スループット情報、フ
レーム誤り率情報、通信遅延時間情報、通信遅延変動時間情報の少なくとも１つを有する
実現可能方式一覧表情報を生成してもよい。ここで、通信開始所要時間情報は、空きリソ
ースを利用して実現可能な無線通信方式が通信を開始するまでの所要時間の情報である。
【００３３】
　また、本発明は以上の実施の形態に限定されるものではなく、以上の実施の形態のいず
れかを組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明に係る無線通信システムを示すブロック構成図である。
【図２】本発明に係る無線通信方法を説明するためのフローチャートである。
【図３】本発明に係る他の無線通信システムを示すブロック構成図である。
【図４】本発明に係る他の無線通信方法を説明するためのフローチャートである。
【図５】従来の無線通信システムを示すブロック構成図である。
【符号の説明】
【００３５】
　　　１０…無線通信装置
　　１３ａ…無線通信用ハードウェアリソース
　　１３ｂ…無線通信用ハードウェアリソース
　　１３ｃ…無線通信用ハードウェアリソース
　　　１６…空きリソース関連情報生成手段
　　　１７…空きリソース関連情報送信手段
　　　１８…空きリソース貸出制御手段
　　　２０…無線機器
　　　２５…空きリソース借用希望判定手段
　　　２６…空きリソース借用希望情報送信手段
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　　　２７…空きリソース借用手段
　　　２８…空きリソース関連情報送信要求手段

【図１】 【図２】
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